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　BVDはウイルス（BVDV）が原
因の疾病で、BVDVはエンベロー
プを持つウイルスです。BVDはウ
イルス株によって無症状から重症
まで様々な症状を示します。弱毒
株の場合、多くの感染牛の症状は
一過性で、体内で十分な抗体を産
生してBVDVを排除し、２～３週
間で回復します。一方、強毒株の
場合、血便、発熱、食欲廃絶、肺炎
等の症状を示し、死亡することも

あります。BVDVは主に持続感染
牛（P 牛）の唾液、鼻汁、糞便、乳
汁、精液等から排泄され、口腔や
鼻腔から侵入して感染します。日
本では届出伝染病に指定されて
おり、全国各地で毎年250～400
頭発生しています（図１）。

　BVDVが妊娠牛（受精後約30
～150日）に感染すると、その胎
子はP 牛となって生まれる場合
があります（図２）。この時期に胎

子が感染すると、胎子の体内で
BVDVを自分の体の一部と認識
してしまい、BVDVに対する抗体
を作らず、生涯感染が持続しま
す。また、P 牛からは必ずP 牛
が生まれ、決して治ることがあり
ません。こうしたP 牛は一見健
康に見えるので気づくのが遅れ
る場合があります。その間にもP
牛は常に多量のウイルスを排泄し
続けるため、農場の感染源として、
さまざまな生産性低下の根源とな
ります。

　日頃から飼養牛をよく観察し、
本病を疑う症状を呈する牛がいた
場合、速やかに検査を実施しま
しょう。また農場内にP 牛がいる
かいないか確認・特定することも大
切です。農場の全頭検査で１頭１
頭確認する方法と、バルク乳など
を用いたスクリーニング検査から
始める方法などが選択できます
が、特定されたP 牛を隔離・淘汰
することが最も重要です。
　BVDの予防には定期的なワクチ
ン接種も含まれます。ワクチン接種
については、生ワクチンを妊娠牛に
接種するとP 牛が生まれてしまう

●BVDの症状と感染状況

●BVDの予防対策

可能性があるため、獣医師の指導・
注意を厳守し適切な時期に接種し
ましょう。また、きちんとしたワクチ
ンプログラムを実行していたとして
も、多量のウイルスを排泄し続ける
P 牛が農場内にいると感染が発
生してしまうと報告されています。
免疫力の弱い初生子牛に対して
は、免疫母牛の初乳に感染防御に
十分な量の抗体が含まれています
ので、初乳をしっかり飲ませること
も大切です。

　飼養衛生管理基準に基づく日常

の衛生対策も重要です。他の農場
や家畜市場からの導入牛について
は、検査で陰性と確認できるまで
の間、農場の牛と接触しないよう
隔離しましょう。また妊娠牛を導入
する場合、その妊娠牛のPCR検査
結果が陰性であるからといって生
まれてくる子牛が陰性牛とは限り
ません。生まれた子牛の検査も実
施し、P 牛でないことを確認しま
しょう。
　また、衛生管理区域にBVDVを
持ち込まない、農場外に持ち出さ
ないよう、手指の消毒、靴の交換・
消毒、衣服の交換、車両消毒を実

施しましょう。BVDVは飼槽、給水
バケツ、自動哺乳機、頭絡・モクシ
などの汚染によって媒介される可
能性があるので、これらの器具、施
設等の定期的な洗浄・消毒が予
防に役立ちます。法律で定められ
た飼養衛生管理マニュアルの作
成と関係者への周知徹底も準備
をお願いします（2022年2月ま
で）。

　ＪＡ全農家畜衛生研究所クリ
ニックセンターでは、2021年8月
からBVDVのPCR検査法をリ
ニューアルしました。これまで鼻
汁や血液からウイルス遺伝子を
検出していましたが、リニューアル
後は乳汁や糞便からも検査でき
るようにしました。特に酪農場に
おいては搾乳牛群中の感染牛の
有無をバルク乳から検査できます
ので、是非ご活用ください。また、
抗体検査を活用したワクチンプロ
グラムの策定・見直し等も有効な
対策です。管轄のJA・経済連・く
みあい飼料・県本部へご相談くだ
さい。

●持続感染牛の問題点

●BVD検査のリニューアル

図１．国内のBVD発生届出頭数
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出典：農林水産省ホームページ

表　BVDの基本対策

BVDを疑う症状の牛を検査

バルク乳などのスクリーニング検査

農場や地域へのウイルスの拡散を防止

適切なワクチン接種の実施

初生子牛への免疫母牛の初乳の給与

導入牛の隔離・検査

飼養衛生管理基準の遵守徹底

検査による発見

P 牛の隔離・淘汰

免疫力の向上

ウイルス侵入防止

妊娠牛が感染すると胎子に感染 産子はP 牛として出生し感染源となる

図2　BVD持続感染牛の発生

母牛は回復して健康

分娩後

胎齢
約30～150日

●飼養衛生管理基準の遵守

牛ウイルス性下痢（BVD）は、下痢、呼吸器症状、異常産（流産、胎子奇形）など多様な
症状を示す全身性疾病です。BVD感染による受胎率の低下や酪農場での生産乳量の
減少は畜産経営に大きな損失をもたらします。今回はBVD対策について紹介します。
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